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コンテナ苗とは，容ჾෆഃにࣜࣈ（⦪➽状の

✺㉳）をタけ，容ჾのᗏ㎶を㛤けるなどをして

根ᕳきを㜵Ṇできる容ჾで⫱成した苗のことで，

根が培地に張りᕠらされ，根ᰴが容易に崩れな

い状態（成形性）が保たれ，根がᆶ┤方向に発

㐩して根ᕳきしないのが≉ᚩである（林野庁�

2024）。根に培地がついている状態で植栽する

ことから，植栽స業のຠ率໬，植栽時ᮇのᣑ大

などの฼Ⅼを有しており，෌㐀林でᑟ入が㐍ࢇ

でいる。コンテナ苗のᶆ‽規格について，林野

庁より，2023 ᖺ 5 ᭶に山林用୺要苗木のᶆ‽規

格（᫛和 33 ᖺ 12 ᭶ 24 日௜け 33 林野㐀➨ 16622

ྕ林野庁長ᐁ通▱）の一部ᨵṇが行われ，苗長・

根元径を規格の㜈値として，形状比・コンテナ

容量・根鉢表㠃の根系被覆率（根鉢の表㠃を被

覆した根の表㠃✚๭合㸸以ୗ，根系被覆率）は

推ዡ஦㡯としてタᐃされた。推ዡ஦㡯はその⠊

ᅖ外にあっても活着やึᮇ成長に影響がない場

合があるため，出荷や植栽をไ㝈するものでは

ないが，出荷時に⮬❧ࡏず‴᭤するものや，容

易に根鉢の培地が崩れるものについては規格外

としている。�

石川県ዟ能登地ᇦにおける㐀林木であるアテ

（Thujopsis�GRODEUDWD�YDU��KRQGDe�0DNLQo㸸

ヒノキアスナロ）は，空中取り木法により苗木

が生産されている。一方，0 スターコンテナを

用いた方法でのアテのコンテナ苗⫱成が検ウさ

れており（池田ら���18，山崎ら�2022），スࢠ

コンテナ苗と同ᵝに植栽ྍ能な時ᮇのᣑ大や┬

力໬がᮇᚅされている。しかしながら，培地に

ココナツピートを多く使用した場合，出荷時に

ーࣝを外すと培地が崩れるといったㄢ㢟がࢽࣅ

確認されている（山崎ら�2022）。�

今ᅇ，アテコンテナ苗の実用性を検ウする上

で，根鉢の容量や培地資材の配合方法の違いに

よる苗の形状や発根状態，及び苗の活着につい

て調査したので報告する。�

ϩ．ⱑࡸ調査ᆅࡢᴫ要ࡧࡼ࠾調査᪉ἲ 

1．ⱑࡢᴫ要 

苗はアテの空中取り木通常苗（以ୗ，通常苗）

と，0 スターコンテナを使用して空中取り木し

た苗（以ୗ，コンテナ苗）を用いた。通常苗は，

᫓に枝ඛ 50cm ⛬ᗘの⟠所を⎔状๤⓶し水ⱏで

覆い，ࢽࣅーࣝࢩートで被覆したのࡕ୧➃を⣣

で結び，発根が᏶஢する⛅にษり㞳して苗木と

した（石川県農林水産部�1997）。コンテナ苗は，

山崎ら（2022）の 0 スターコンテナをࢽࣅーࣝ

のෆഃにᕳく手法で⫱成した。⫱成場所は，㬅

⌔㒆能登⏫ኳᆏ地ෆアテ林（⫱成ᮇ㛫㸸2022 ᖺ

5 ᭶ୗ᪪～10 ᭶ୗ᪪）と㍯ᓥᕷ三஭⏫Ὢ⾨地ෆ

アテ林（⫱成ᮇ㛫㸸2022 ᖺ 6 ᭶上᪪～11 ᭶上

᪪）である。苗の規格やෆヂは表-1，表-2 のと

おりである。表-1 は苗の形状および発根状態調

査で使用した苗，表—2 は活着確認調査に使用し

た苗を表している。コンテナ苗の培地は，ミズ

ゴケとココナツピートを༙々にΰ合さࡏたもの

（以ୗ，ミズゴケ入り）と，ココナツピートの

み（以ୗ，ココのみ）を使用した。�

表-1. ⱑࡢᙧ≧ࡧࡼ࠾Ⓨ᰿≧ែ調査࡟౑用ࡓࡋⱑࡢ

つ᱁

(cm) (Ҭࢀ) (ళࡖ)

ʤ�ʥ (0)

ʤ�ʥ (10)

ʤ��ʥ (18)

ʤ�ʥ (8)

ʤ��ʥ (10)

1�

�
20

通常苗

苗の種類

ミズゴケ 7.2ʛ�.5
�

コンテナ苗

കஏの
ഓ߻

根鉢の
߶さ

苗の個数�個�
સ体

ミズゴケ
入り

10
1�

�
28

ココのみ
10
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表-2. 活着確認調査࡟౑用ࡓࡋⱑࡢつ᱁

2．᳜᱂ᆅࡢᴫ要 

 植栽地は，石川県Ἑཎ田県有林地ෆ（㍯ᓥᕷ

石ఇ場⏫）スࢠⓙఆ跡地である。ᶆ高は⣙ 350m，

ᩳ㠃ഴᩳ 0～5°，ᅵተᆺ㐺₶性〓Ⰽ森林ᅵ（BD

ᆺ）である。

3．調査᪉ἲ 

1)苗の形状および発根状態調査 

表-1 の通常苗とコンテナ苗について，苗長

（඲長），根元径（⎔状๤⓶の上），枝張り（一

番ᗈいとこࢁ），最も長い根の長さ，根の本数，

根の乾燥重量（以ୗ，乾燥重量），根鉢径，根

鉢の高さをィ し，形状比（苗長㸭根元径）を

⟬出した。また，根崩れと根系被覆率（┠どに

よるุᐃ）を確認した。 

2)⤫ィゎᯒ 

ϩの 3の 1)の苗の地上部形状が乾燥重量に与

える影響を᫂らかにするため，一⯡໬⥺形ࣔࢹ

ࣝ（以ୗ，GLM）でゎᯒを行った。根のఙ長は根

鉢の高さに影響するため（山㷂ら 2022），┠ⓗ

ኚ数を根鉢の大きさ（根鉢径と根鉢の高さによ

り⟬出）当りの乾燥重量にタᐃした。地上部形

状である，根元径，苗高，枝張りをㄝ᫂ኚ数に

タᐃした。⤫ィゎᯒには R（Version4.3.2）を用

いて行った。 

3)活着確認調査 

 Ἑཎ田県有林に，2022 ᖺ 11 ᭶上᪪，表-2 の

苗を苗の種類ごとにࣉロࢵトをタᐃして手ク࣡ 

表-3. ⱑࡢᙧ≧ࡧࡼ࠾Ⓨ᰿≧ែ調査結果

で植栽した。植栽ᐦᗘは 2,500 本/ha である。

植栽⩣ᖺの 2023 ᖺ 6 ᭶上᪪に活着状ἣを確認

した。 

Ⅲ．結果࡜⪃ᐹ

1．ⱑࡢᙧ≧ࡧࡼ࠾Ⓨ᰿≧ែ調査 

調査結果は表-3 のとおりである。発根率は，

通常苗 ����％，コンテナ苗 ����～����％であ

り，஦業ࣞࣝ࣋のᤄし木苗生産でᮃまれる 71％

（戸田ら����3）より高い発根率であった。培地

資材やその配合がኚわっても発根࡬の影響がな

いと考えられる。 

苗長，枝張り，形状比，根系被覆率，根の本

数，根の最大長，乾燥重量において，苗の種類

による有意差は検出されなかったが（Tukey-

Kramer n.s.），根元径と根鉢の大きさで有意差

が検出された。根元径において，ココのみ 6cm

（平均 12.4mm）が，ココのみ 10cm（平均

���PP�S��.01）とミズ ゴケ入り 6cm（平均

10.4mm,S�0.05）に対して有意に大きい結果で

あった（Tukey-Kramer）。この根元径は，苗長

や枝張りと同じように，空中取り木の㑅ᐃ時に

Ỵまるもの（枝のኴさ）であり，根鉢の容量や

培ᅵに左右されるものではない。また，根鉢の

大きさについては，根鉢径と根鉢の高さが影響

するものであり，≉に根鉢の高さによる違い

が，今ᅇ有意差に影響を及ぼしていた。コン

テナ苗の中では，ミズゴケ入り 10cmの苗が根

系被覆率，根の最大長，および乾燥重量の平均

値が最も高く，根崩れが少ない結果であった。

しかし，通常苗と比㍑して，有意差はないもの

の，これらの数値は同➼もしくはややୗᅇる結

果であった。コンテナ苗では，乾燥重量が通常

苗と比㍑して⣙ 2 ಸであった池田ら（2018）の

結果と␗なるものであった。⫱成場所や苗木生

産者の違い，ẕ樹のಶయ差➼，根鉢の容量や培

地以外の要ᅉによってもたらされた結果と推察

される。 

(cm) �個)
通常苗 ミズゴケ 6.�ʛ9.0 20

10 21
6 20
10 20
6 20

※苗はસてࢀҬでү੔したものΝ࢘༽した

苗の個数

コンテナ苗

ミズゴケ
入り

ココのみ

苗の種類
കஏの
ഓ߻

根鉢の
߶さ

数ࢾڛ
൅根
個体数

൅根率 根元径 苗長 枝張り
根鉢の
大きさ

根๊Η
根ܧ
අ෶率

根の
ຌ数

根の
大長࠹

根の
૫॑ྖף

(個) (個) (％) (mm) (cm) (cm) (cm3) ʤ％ʥ ʤ％ʥ (ຌ) (mm) (g)
6 5 83.3 11.8 53.3 37.8 46 127 0.0 40.0 21 64.4 1.38

ミズゴケ入り10cm 19 14 73.7 11.5 51.4 40.8 45 123 14.3 30.7 16 104.4 1.40
ココのみ�0cm 16 14 87.5 9.5 46.5 33.9 50 137 71.4 16.4 18 80.4 0.89
ミズゴケ入り6cm 28 26 92.9 10.4 49.0 34.0 48 70 15.4 22.7 13 78.2 0.65
ココのみ�cm 20 17 85.0 12.4 52.2 41.1 43 78 41.2 28.2 13 83.9 0.98

※根元径、苗長、枝張り、形状比、根鉢の大きさ、根ܧඅ෶率、根のຌ数、根の࠹大長、根のף૫॑ྖは、൅根個体Ν計測および確認した数値の平均値であるɽ

形状比

コンテナ苗

苗の種類

通常苗

－24－



根崩れは，通常苗 0％に対して，コンテナ苗

で 14.3～71.4％発生していた。コンテナ苗にお

いて，ココのみ 6 ੉（ᅗ-1）で 41.2％，ココの

み 10cm（ᅗ-2）で 71.4％と培地にココナツピー

トのみ使用した苗で≉に根崩れが多く発生して

いた。山崎ら（2022）においても，コンテナ苗

（培地㸸ココナツピートとミズゴケのే用）で

ーࣝとコンテナ資材を外すとココナツピーࢽࣅ

トがⴠࡕることが確認されていることから，培

地にココナツピートのみ使用することは避ける

べきと考えられる。 

根鉢の形成性が保たれているุ᩿ᇶ‽として，

根系被覆率があり，20％以上が┠Ᏻとなってい

る（林野庁 2022）。ᅗ-3 は根崩れと根系被覆

率の関ಀを表したものである。根系被覆率が高

くなるほど，根崩れಶయがῶっていることが

わかる。┠Ᏻとなる 20％をୗᅇっていたのは，

コンテナ苗ココのみ 10cm（平均 16.4％）であり，

実㝿根崩れがどの苗よりも多く発生していた

（71.4％）。 

ᅗ-1. ࢼࢸࣥࢥⱑࡳࡢࢥࢥ 6cmࡢ᰿ᔂࡾ࠶ࢀಶయ㸦ᕥ㸧࡜

᰿ᔂࡋ࡞ࢀಶయ㸦ྑ㸧㸦ࡶࡽࡕ࡝᰿⣔⿕そ⋡��㸣㸧

ͤ㉥ᅖ࠸㒊ศ㸸᰿ᔂࢀ⟠ᡤ

ᅗࢼࢸࣥࢥ����ⱑࡳࡢࢥࢥ��FPࡢ᰿ᔂࡾ࠶ࢀಶయ

㸦᰿⣔⿕そ⋡��㸣㸧ͤ㉥ᅖ࠸㒊ศ㸸᰿ᔂࢀ⟠ᡤ

ᅗ-3. ᰿ᔂࢀಶయᩘ࡜᰿⣔⿕そ⋡ࡢ࡜㛵ಀ

�．⤫ィゎᯒ 

GLM 結果は表-4 のとおりである。乾燥重量に

対して苗の根元径が有意なṇのຠ果が検出され

た（p<0.05）。アテと同じヒノキアスナロであ

る青森ヒバの空中取り木の発根性について，๝

⓶⟠所の枝がኴいこと，๝⓶⟠所がᖿ㝿に㏆い

఩⨨でస〇するといった᮲௳をᩚえることで，

発根率が高まることが報告されている（東北森

林管理局森林技術・支援センター 2016）。今

ᅇ，乾燥重量と発根性（発根率）との関ಀ性は

確認できなかったが，根元径の大きさが発根に

対して影響を与えていると推察される。

表-4.GLMࡿࡼ࡟ⱑࡢᆅୖ㒊ᙧ≧ࡀ஝⇱㔜㔞࡟୚ࡿ࠼ᙳ㡪

3．活着確認調査 

調査結果は表-5 のとおりである。表-2 のಶయ 

Estimate Std.Error t-value P-value
Intercept 0.0049 0.0076 0.649 0.5182
苗長 -0.0005 0.0006 -0.786 0.4348

根元径 0.0015 0.0007 2.198 0.0314 ＊

枝張り -0.0002 0.0002 -1.337 0.1856
＊
；p<0.05

 ࡾ࠶ ࡋ࡞
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表-5. 活着確認調査結果

で，植栽時に根がなく，活着確認調査時に活着

していないものを除いた結果となっている。表

-3 の結果と同じく，根鉢の大きさを除いて，根

元径，苗高，枝張り，形状比において，苗の種

類による有意差は検出されなかった（Tukey-

Kramer n.s.）。 

活着率は，通常苗 60％に対して，コンテナ苗

は 94～95％であり、どの種類のコンテナ苗であ

っても通常苗より活着がよい結果となった。通

常苗の根鉢の高さが、Ⅲの 1 では 7.2～9.5（表

-1）に対して、Ⅲの 3 では 6.3～9.0（表-2）と

短かったため、根鉢の大きさが前者 127cm3（表

-3）に対して、後者 78cm3（表-5）と小さかった。

通常苗において、根の本数がどのコンテナ苗よ

り多く、乾燥重量もコンテナ苗では一番重かっ

たミズゴケ入り 10cmとほぼ同じに関わらず、根

の最大長は有意差がないものの、コンテナ苗よ

り短かった（表-3）。これらの発根状態の結果

は、根鉢の大きさ（根鉢の高さ）によって左右

しているものと考えられる。そのため、Ⅲの 1

より根鉢の大きさが小さかった活着確認調査の

通常苗は、発根状態が良くなく、低い活着率に

なったと推察される。 

4．適要

アテのコンテナ苗は，発根率 73.7％以上であ

り，活着率は 94～95％と通常苗と比べて高いこ

とから実用性があると考えられる。とりわけ，

ミズゴケ入り 10cm のコンテナ苗が根系被覆率，

根の最大長，および乾燥重量の平均値が最も高

く，根崩れが少ない結果であった。ただし，根

鉢の形成性を保てず，容易に培地が崩れるもの

はコンテナ苗として規格外と見なされることか

ら，培地にココナツピートのみ使用することは

避けるべきと考えられる。今後，コンテナ苗の

根鉢の容量や培地資材の配合方法の違いが植栽

後の成長にどのように影響を与えていくのか追 

跡していく必要がある。 

本調査の実行に当たり,福池和廣氏,能登森林

組合能登支所職員の方々にご協力いただいた。

この場を借りて感謝申し上げます。 
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個体数 活着率 根元径 苗長 枝張り
根鉢の
大きさ

(個) (％) (mm) (cm) (cm) (cm3)
20 60 12.3 55.0 42.2 45 78

ミズゴケ入り10cm 21 95 12.5 51.1 47.5 42 152
ココのみ10cm 18 94 12.5 54.3 44.2 44 146
ミズゴケ入り6cm 20 95 13.5 57.6 45.1 43 71
ココのみ6cm 16 94 12.9 57.4 41.1 46 74

※植栽時根なし個体で活着確認調査時に活着していないものは除いた
※根元径、苗長、枝張り、形状比、根鉢の大きさは、計測および算出した数値の平均値である

コンテナ苗

通常苗

比状形類種の苗
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